
 

 

平成３０年 ６月２９日 
熊本市 都市建設局  交通政策課 

熊本市における公共交通について 

資料１ 

 1．熊本都市圏の公共交通の現状と課題 



 人口動向 

経済活動を支える15～64歳人口が大きく減少 
65歳以上人口が大幅に増加 
交通弱者の増加、社会保障費の増加が想定される 
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▲熊本市の年齢別人口推計 

生産年齢人口の減少 

高齢者の増加 
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■経済活動を支える15～64歳人口が大きく減少 
■65歳以上人口が大幅に増加 
   ⇒ 交通弱者の増加、社会保障費の増加が想定される 

 交通手段の特性 

■自動車の普及や女性の免許保有率の上昇などに伴い、自動車分担率は、昭和48年と比べほぼ倍増し、都市圏交通の約2/3が
自動車利用となっている。 

交通手段分担の変化 
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■自動車の普及や女性の免許保有率の上昇などに伴い、自動車分担率は、 
  昭和48年と比べほぼ倍増し、都市圏交通の約2/3が自動車利用となっている。 



 公共交通機関の利用者数 

電鉄バス 
1日 11,500人 

熊本バス 
1日 7,800人 

九州産交バス 
1日 29,800人 

バス合計 1日70,100人 
  （年間2,562万人） 

熊本市電 
 1日 30,400人 

鉄軌道合計 75,300人 
  （年間2,747万人） 

都市バス 
1日 21,000人 

ＪＲ九州(市内駅） 
  1日 38,900人 

熊本電鉄 
1日 6,000人 

H29年度実績（JR九州のみH28実績） 
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■バス利用者はピーク時(昭和50年代)の約４分の１ 
 （直近の10年間でも30％減少） 

■鉄軌道系は、概ね横ばい 
 （近年は増加傾向） 

⇒バス利用者の大幅な減少 

 公共交通利用者数の推移 

 年度別公共交通利用者数の推移 
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 現状と課題 

7 

 2．公共交通に関するこれまでの取組 



熊本市公共交通協議会 

 ・基幹公共交通軸の機能強化 
 ・バス路線網の再編 
 ・コミュニティ交通の導入 

＜グランドデザインの３本柱＞ 

《平成２４年度設置》 
【委員構成】 計３２名 
 あり方検討協議会委員 
         ＋ 
 鉄道事業者、マスコミ関係者等 

H20～H23年度 H24～H26年度 H27年度～ 

連携計画 
 
 

H21.3月策定 

公共交通 
グランドデザイン 

 
 

H24.3月策定 

公共交通 
基本条例 

 
 

H25.3月制定 

地域公共交通網 
形成計画 

 
H28.3月策定 

立地適正化計画 
 
 

H28.3月策定 

都市 
マスタープラン 
全体構想 

 
 

H21.3月策定 

都市 
マスタープラン 
地域別構想 

 
 

H26.3月策定 

◆本公共交通協議会に 
法定協議会としての役割を付加・拡充 

 ⇒これまでの協議・検討内容等を 
  踏まえ、網形成計画を策定 

《平成２０年度設置》 
【委員構成】 計２７名 
 ・学識 
 ・市議会議員 
 ・バス事業者社長 
 ・環境・福祉関係者 
 ・公募市民 
 ・関係行政機関 など 

・ゾーンバスシステム 
・乗換拠点設定等 
・市電延伸 
・一元的な運行管理体制 
・デマンド型乗合タクシー    など 

コンパクト＋ネットワーク 
による、まちづくりを推進 

 公共交通に関する施策の経緯 
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バス交通の 
あり方検討協議会 

 熊本市公共交通グランドデザイン（平成24年3月策定） 

 中心市街地と15の地域拠点を結ぶ8軸を「基幹公共交通軸」と位置づけ、輸送力、速達
性、定時性の強化を図る。 

▲超低床電車  ▲連節バス 

 

  基幹公共交通を補うバス路線網を再編
し、わかりやすく効率的な運行体制を確
立する。 

▲ﾊﾞｽ専用ﾚｰﾝ（国道3号） ▲乗合ﾀｸｼｰ 

  地域と協働で「コミュニティ交通」の導入
を進め、公共交通の空白・不便地域の解
消を目指す。 

中心市街地 地域拠点

公共交通
空白・不便地域

公共交通
空白・不便地域

中心市街地と１５の地域拠点を結ぶ
８軸の基幹公共交通軸

路線再編と事業者連携でわかりやすく
利用しやすい生活公共交通網

地域とともに公共交通による移動
を確保するコミュニティ交通路線

《目指すべき公共交通ネットワークの将来像》 
基幹となる公共交通を中心とした公共交通機関相互の有機的かつ効率的な 
連携 ⇒ 公共交通を基軸とした多核連携のまちづくり 

公共交通ネットワークのイメージ 
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【目的】 公共交通により円滑に移動可能な地域社会の実現 

○ 公共交通ネットワークの強化 
 

① 基幹公共交通の機能強化 
 

② わかりやすく効率的なバス路線網の構築 
 

③ 基幹公共交通を中心とした公共交通機関の相互連携 

○ 公共交通の利用促進 
 

① 公共交通の走行環境及び利用環境の改善 
 

② 自家用車や自転車との乗継利便性の向上 
 

③ 公共交通事業者等が行う利用促進策に対する支援 

○ 公共交通空白地域及び不便地域等への対応 
 

① 公共交通空白地域における移動手段の確保 
 

② 公共交通不便地域及び準不便地域おいて、地域が 
 

   主体的に行う移動手段確保に向けた取組みに対する支援 

① 基幹公共交通の機能強化      
 ・交通センターバスターミナル整備                        
 ・幹線にバス優先レーン導入検討 
 

② バス路線網の構築 
 ・熊本都市バスを中心としたバス事業者4社による運行体制の確立 
 

③基幹公共交通を中心とした公共交通機関の相互連携 
 ・結節機能強化（熊本駅バスターミナル整備） 

① 公共交通の走行環境及び利用環境の改善       

 ・時刻表・路線図の統一          
 ・乗換地点の改善（バス停等の改善） 
 

② 自動車及び自転車との乗継利便性向上 
 

 ・パーク＆ライド、サイクル＆ライドの整備 
 

③ 公共交通事業者等による利用促進策への支援 
 ・公共交通利用の啓発（小学校でのバス体験乗車など）    

① 公共交通空白地域への対応 
 ・コミュニティ交通の導入（デマンドタクシー） 

② 公共交通不便地域等への対応 
 

 ・地域主体のコミュニティ交通の導入への支援  

公共交通事業者の責務 
公共交通の利便性向上 
市が実施する施策に協力 

行政の責務 
総合的な施策の立案及び実施 
公共交通に関する市民意識の啓発 

市民・事業者の責務 
公共交通を積極的に利用 
公共交通の担い手としての自覚 

公共交通の維持及び充実に関する責務を規定 

条例の基本施策 

熊
本
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画 

今後の具体的施策 

 公共交通基本条例（平成25年3月制定） 
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地域公共交通網の将来像 施策展開の基本的な考え方 

（１）基幹公共交通の機能強化 
 ～骨格となる基幹公共交通軸の形成～ 

（２）バス路線網の再編 
 ～基幹公共交通軸と共に一体的に機能するバス網の形成～ 

（３）コミュニティ交通の導入 
 ～ネットワークに有機的に接続するコミュニティ交通の形成～ 

（４）公共交通の利用促進 
 ～利用環境の改善と住民等への意識啓発～ 

（５）メインターミナル・サブターミナルの整備 
 ～広域交通拠点の形成～ 

 熊本地域公共交通網形成計画（平成28年3月制定） 
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現況
前期

（Ｈ2８年度～Ｈ32年度）
後期

（Ｈ33年度～Ｈ37年度）

事業（1）

ゾーンシステムの導入

事業（2）

乗換拠点の整備

事業（3）

快速バス等の導入

事業（4-1）公共車両等の走行環境の改善

バス専用（優先）レーン、ＰＴＰＳ

事業（4-2）公共車両等の走行環境の改善

ボトルネック交差点の改良、バスベイ整備

事業（5）

バス・鉄軌道等の輸送力の向上

事業（6）

メイン・サブターミナルの整備

事業（7）

環状線の導入

事業（8）

都市バスを中心としたバス路線網の効率化

事業（9）

競合路線の改善

事業（10）

統一時刻表・共同路線図の導入

事業（11）

バスロケーションシステムの導入

事業（12）

市電ロケーションシステムの導入

事業（13）

バリアフリー対応車両の充実

事業（14）

電停のバリアフリー化（電停改良）

事業（15）

パークアンドライド（P&R）等の整備

事業（16）

公共交通の利用促進

事業（17）公共交通空白地域等への

コミュニティ交通の導入

事業（18）

新たなコミュニティ交通の導入

検討・実施

事業名称

事業スケジュール

検討・実施

検討・実施

実施中 拡大検討 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

検討・実施

拡大検討・実施

実施中

実施中

検討・実施

拡大検討・実施

実施中

実施中 拡大実施

実施中

拡大検討・実施

拡大検討・実施

検討・実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中

検討・実施

実施中 拡大実施

  

 

 ８方面の基幹公共交通軸上に乗換拠
点を設定、乗換拠点における公共交通の
幹線・支線化と多様な交通手段の結節を
図る。 

  
 

(2) 乗換拠点の整備 

  

 乗換拠点において、
交通手段間や自転
車等の交通結節機
能の強化、乗換抵抗
低減等のための待合
環境等整備など乗換
機能の向上を図る。 

  
 

(11) バスロケーションシステムの導入 

  

 バス車両に位置情報システム（GPS）機器
を搭載し、運行情報をリアルタイムで主要バス
停の表示機やPC, 
スマホ等に提供するバスロケーションシステムの
導入検討を行う。 

  
 

(8) 都市バスを中心とした 
         バス路線網の効率化 

  

 都市バスへのトータルシステムの導入・活用
により、ゾーンシステム導入や各社の一部又
は全エリアの効率化に向けた運行計画案を
ベースに、行政が各事業者と調整を行い、バ
ス路線網の効率化を目指す。 

(1) ゾーンシステムの導入 

 熊本地域公共交通網形成計画 事業 
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 参考：平成２９年度公共交通協議会資料（関連事業） 



 新交通センターについて 

■排気ガスへの対応方針 

○十分な換気 
ピーク時のバス通行量（272台/時間）とバス１台当たりのCO排出量（3.78g/km・台）を想
定し、ターミナル法上のCO濃度基準（100ppm）以下にするために必要な換気量は約
2,500㎥/ｈであるのに対して、現在の設計値90,000㎥/ｈ（必要換気量の36倍） 
 
○換気量（圧力）の調整 
 ホームドアを設置し、各出入口から外へ風が出るよう（建物内が圧力が高くなるよ
う）排気ファン風量を調節 

■整備スケジュール 

■施設配置 

○バス乗降場配置 
 乗降場を方面別に集約し、乗降場26バース（予備３バース）をコンパクトに配置
することで、利用者の利便性向上を図る。 
 
○乗り換え利便性 
 ２階及び地下１階にトランジットコンコースを設置し、コンコースを介して各乗降場へ
の移動可能とし、利用者にわかりやすい動線を確保。 平成31年8月 バスターミナル供用開始予定 

※乗場配置については、現在協議中 

【イメージパース】 【平面図】 
【換気イメージ図】 

ＮＴＴ 

熊本城 
ホール 

商業施設 

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

 

バス待機スペース 

【ホームドアイメージ図】 

排気 

排気 

デリベント（送風）
ファン 給気ダクトルート 

排気 

給気 

参考 

○快適性・バリアフリー 
 コンコースと各乗降場はエスカレーターやエレベーターによるバリアフリーの上下移動動
線を確保するとともに、ホームドアを採用することで、快適で安全な利用環境を整備。 
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Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

連

立

高架工事
【熊本駅部】

街

路

白川口
駅前広場

開

発
ＪＲ開発

鹿児島本線下り
豊肥本線

工 事

工 事

設 計

設 計計画

駅舎
外壁工事

駅部高架切替

駅広
供用開始

駅ビル
開業予定

（Ｈ33春）

連立事業
完成

 白川口駅前広場について、県からの事業引継ぎ後、各交通施設の配置計画を見直すとともに、Ｊ

Ｒ開発構想の具体化、熊本地震の発生などより、大きく情勢が変化したことを踏まえ、 駅前広場の新

たなコンセプトをもとに、昨年度末に駅前広場の空間的な機能配置の方針（ゾーニング）を策定し

た。 

 その後、バス及びタクシー事業者、ＪＲ九州、県警等と協議を重ね、この度、駅前広場のレイアウト

案を策定したもの。 

■新たなコンセプト 

 機能的かつ開放的な空間 ⇒ サブターミナル、交通広場等の機能を分担するとともに、  

              出来る限り広場空間を確保し、賑わい・交流を演出 

 災害時の広場機能の確保 ⇒ 避難場所、復旧・支援活動の拠点として活用 

 連続的で快適な動線   ⇒ 各交通機関の乗降場まで雨に濡れない、明るい動線を確保 

 駅舎、駅ビルとの調和  ⇒ 景観的調和、駅ビル・駅舎に対する視点場への配慮 

 くまもとらしさの表現  ⇒ 県産木材の配置、水と緑による「くまもとらしさ」の演出 

■現状の課題 

 バス乗降場の数が不足している 
  ⇒ バス乗降場が不足しているため、ピーク時には数台が連なり、周辺交通に影響 

   を及ぼしており、またバス待機スペースもない 

 バス乗降場が分散している 

  ⇒ バス乗降場が３箇所に分散していることに加え、それぞれの乗降場に路線バス 

   や都市間バスが混在しており、利用者にとって分かりづらい 

■サブターミナルについて 

 これまで、各バス事業者等と市にてワーキングを開催し、サブターミナルの施設配置等について協議
を行い、今回のレイアウト案となったもの。 

 ○ 乗降１０バース（路上を含む）、待機３バースを設置 

 （タクシー：乗車３バース、降車３バース、プール２４バース） 

 ○ バス乗降場を方面別に集約化 

 ○ バス、ＪＲ、市電等との乗り換え動線を確保 

 ○ シェルター（上屋）やベンチなどで待合環境を向上 

   

 ⇒今後も乗場配置や時刻表、サイン、ベンチなどについて更に協議を行い、より利 
  便性の高いサブターミナルを形成する。 

■整備スケジュール（案） 

■白川口駅前広場レイアウト（案） ■イメージパース（駅ビル・駅広） 

※ 今後の設計及び関係機関
等との協議により、変更する
場合もあります。 

 熊本駅白川口駅前広場計画について 参考 

■熊本駅白川口駅前広場について 

熊本駅ビル 
（商業・   
 ホテル等） 

16 



　　1.背景・目的 　5.バスロケシステム内容

1）道路事情等により、バスが時刻表どおり運行できない。 　　①スマートフォン

　・利用者においては、バスが来ない、今どこにいるのか分からない。 ◎利用者の検索方法

　・事業者においては、バスが来ないとの苦情電話の際、今どこにいるのかわからない。 1）バス停指定検索

2）スマートフォン等の情報通信機器が急速に普及したことへの対応 2）現在地検索

3）グローバル化の進展による訪日外国人への対応⇔県内観光地の円滑な移動は重要な課題(他言語対応) 3）地図から検索

　※平成28年熊本地震により、既存のバスロケーションシステムはメインサーバが故障・修理不可 4）ランドマーク検索

　　2.熊本市内 乗合事業者の現状(H29.10月末現在)

　　②バス停モニター ③営業所管理画面

　　3.バスロケシステムの構成図

　クラウドシステムの利用により運行事業者を問わず運行状況を一元的に管理する。

※熊本市内の主要バス停約10ヶ所にモニター設置予定 ※運行実績を車両ごとにモニター可能

６.バスロケデータの活用方法、その他検討事項

　　４.実施スケジュール 　①運行実績データの活用　…　遅れデータの蓄積により今後のダイヤ改正に活用

　②検索履歴データの活用　…　よく調べられたバス停や区間を蓄積し今後のダイヤ改正に活用

　

(その他)

バス停を指定　　　　　バスの位置が分かる　　　　詳細情報表示　

バスロケシステムの導入(多言語対応含)　⇒　バス運行の見える化・利便性向上

・リアルタイムデータをオープン化しGoogleマップなど検索エンジンサイトでも運行状況が表示できるようになる

・他社間乗継検索機能について検討中

 (例）田迎から熊本大学に行きたい。田迎→交通センター(熊本バス)⇒交通センター→熊本大学(産交・電鉄バス)など

 バスロケーションシステムについて 参考 

17 

 < 概 要 >   

２．延伸ルートの検討について 

○検討方面について 
 まちづくりの視点を踏まえた基幹公共交通の機能強化、広域都市圏を見据えた公共交通    
 ネットワークの形成の観点から検討を行った。 
 

    東部方面、田崎方面、南熊本駅方面を選定。 
 
 

○平成２７年度 事業性の検討 
 ３方面について、導入空間、採算性、道路交通への影響の観点から検討を行った。 
 

    検討の結果、５ルート(産業道路ルート、自衛隊ルート、沼山津ルート、 
    田崎ルート、 南熊本駅ルート)を選定。 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  ３方面５ルートについて、現況の道路幅員、支障物関連、道路混雑度、概算事業費、 
 延伸区間の収支等の観点から調査。 
 

    比較検討の結果、相対的に優位な２ルート(自衛隊ルート、南熊本駅ルート)を選定 

１．基本方針について 

3 ．平成２９年度スケジュール 

 誰もが移動しやすく暮らしやすい「多核連携都市」の実現にあたり、公共交通利用の
選択肢を増やすとともに、定時性・速達性に優れた鉄軌道を更に充実させるため、市電
延伸の検討に取り組んでいる。  

・対  象：自衛隊ルート沿線の公的施設等（１９施設） 
・実施内容：①施設勤務者・施設利用者の人数、通勤手段、利用目的  
      ②市電延伸についての意見（利用見込み、要望等） 
      ③施設運営への影響（敷地の利活用、自動車の出入り等）  等 

市電延伸については、先ずは「自衛隊ルート」を優先して検討。 

○平成２8年度 事業性の精査（自衛隊ルート、南熊本駅ルート） 
 

 <調査内容> 
 

 ・概算事業費 ・費用便益 ・収支見込 ・利用者見込 等 
 

  ※精査にあたって設定した整備形態 
   ・軌道（単線/複線） ・導入空間（走行ルート、センターリザベーション/ 
    サイドリザベーション)  ・道路車線数等（維持/縮小）         等 
 

  上記の整備形態の項目を組み合わせた様々な検討案を作成し、それぞれの効果や 
 影響等について、概算事業費など多角的に検討を行った。   

○自衛隊ルートについて  

自衛隊ルート 

健軍町電停 

新市民病院 

 <凡例> 
・    区間①：主要地方道熊本高森線     ・   走行ルート１ 
・    区間②：市道東本町第１号線      ・   走行ルート２         
・    区間③：市道秋津新町新外３丁目第1号線 ・     既設軌道 

○施設管理者の意見等の把握（8月に実施済） 

・対  象：自衛隊ルート沿線の住民等 
・実施内容：①市電延伸の検討についての経緯説明 
      ②市電延伸についての意見（利用意向、整備形態等）  
 ※その他、全市民を対象としたwebアンケートも実施予定 
 

○市民利用意向調査（アンケート）・市民懇話会（11月～実施） 

 【実施中】  

 【議会終了後実施予定】  

・ 

・整 備 延 長：約1.5km 
・概算事業費：約100～130億円 
・費 用 便 益：1.0～1.3 
・収 支 見 込：ランニングコストで見ると一定の黒字を確保の見込み。 
・利用者見込：新規公共交通利用者見込は約45万人/年 

 
・市電終点である健軍町電停から歩いて来る利用者が多いため、施設周辺に電停ができるのであれば 
 施設利用者の利便性向上に繋がる。 
・自動車利用も多いため、検討にあたっては自動車による出入りに影響が出ないようにして頂きたい。 
・道路の高木が大きくなりすぎているため、自動車を利用した敷地の出入りの際に、歩行者、自転車 
 等が見えにくい。また、台風等の強風で枝が折れたこともあり危険である。       

頂いたご意見（抜粋）      
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